
公共政策大学院
修了者体験談

大人になってからの勉強は、
実は楽しい。
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できることなら、
また行きたいです

多くの気づきと
出会いがありました

こんな素晴らしい制度が
あるなんて最高

品川区人事課人材育成担当



週
に
何
日
通
っ
た
か
、

ど
う
い
う
科
目
を
履
修
し
た
か

社
会
課
題
解
決
の
一

手
法
で
あ
る
成
果
報

酬
型
の
官
民
連
携
モ

デ
ル
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・

ボ
ン
ド
（S

I
B

）
」

の
可
能
性
と
事
業
ス

キ
ー
ム
に
つ
い
て
研

究
し
ま
し
た
。

仕
事
や
家
庭
と
の
や
り
く
り
は

右から二番目がご本人
ともに修了した学友たちと

こんな素晴らしい制度があるなんて最高

明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科
2016年3月修了

文化観光スポーツ振興部長
（当時：戸籍住民課住民票係長）

研
究
テ
ー
マ
は

平
日
3
日
と
土
曜
日
の
週
4
日
が

基
本
で
、
日
曜
日
の
集
中
授
業
も

履
修
し
ま
し
た
。M

B
S

（
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
）
の
科
目
も
履
修
可
能

で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
科
目
を
複
数
受
講
し
ま

し
た
。

上
司
や
部
下
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
や
り
く
り

し
た
覚
え
が
あ
り
、
感
謝
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
は
子
ど
も
２
人
が
高
校
生
。
大
学
受
験
と
ガ
チ

部
活
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
変
で
、
今
思
え
ば
よ
う
や
っ
て

い
た
わ
、
と
感
心
し
ま
す
。
何
と
か
な
る
も
の
で
す
。

部
下
に
お
だ
て
ら
れ
、
登
っ
た
木
の
上
か
ら
見
え
た
風
景
は
、
行
政
と
い
う
沼
に

生
息
し
て
い
た
自
分
が
知
ら
な
い
知
識
や
考
え
方
の
大
海
原
で
し
た
。
社
会
課
題

を
解
決
し
た
い
と
大
学
院
に
通
う
学
友
は
、
年
代
も
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
。
卒
業
し

て
８
年
経
っ
た
現
在
も
付
き
合
い
が
続
き
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
飲
み
会
で
の
情
報

交
換
や
、
仕
事
の
課
題
を
相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
区
か
ら
補
助
を
い
た
だ

い
て
通
う
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
な
る
、
異
業
種
間
交
流
が
で

き
る
、
社
会
的
貢
献
度
が
爆
上
が
り
す
る
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
制
度
が
あ
る
な

ん
て
品
川
区
サ
イ
コ
ー
で
す
。
活
用
し
な
い
の
は
勿
体
な
い
で
す
！
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行
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

当
時
の
部
下
が
明
治
大
学
公
共
政

策
大
学
院
卒
業
生
で
、
大
学
院
の

講
義
に
一
緒
に
登
壇
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
勉
学
内
容
に
興

味
を
示
し
た
私
に
対
し
「
係
長
に

ぴ
っ
た
り
で
す
、
行
く
べ
き
で

す
！
」
と
猛
烈
勧
奨
。
○
○
も
お

だ
て
り
ゃ
木
に
登
る
（
笑
）
で
す
。

卒業後、派遣先の社会福祉協議会に

て。教授にロジックモデルの作成を

支援していただいた

卒業記念旅行。

息子みたいな同級生と戯れる辻ママ（と呼ばれていた）

「
ト
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
官
民
連
携
専
門
部
署
が

不
可
欠
」
と
言
及
し
て
い
て
、
目
の
付
け
所
が
渋
い
！

と
今
更
な
が
ら
自
画
自
賛
し
て
い
ま
す
。

バーベキューは在学中から

何度も開催。

今年も集まりました

私と息子の弁当は夫が担当

メッセージ



週
に
何
日
通
っ
た
か

仕
事
や
家
庭
と
の
や
り
く
り
は

日本社会事業大学専門職大学院
福祉マネジメント研究科

2022年3月修了

児童相談所児童相談課主任
（当時：子ども育成課主任）

研
究
テ
ー
マ
は

私
は
１
年
間
の
標
準
履
修
コ
ー
ス
で
、
木
曜
日
～
土
曜
日

の
週
３
回
通
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
社
会
事
業
大
学
の
専

門
職
大
学
院
は
、
そ
の
他
に
も
２
年
の
長
期
履
修
コ
ー
ス

も
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

木
、
金
曜
日
の
平
日
夜
か
ら
の
授
業
が
あ
る
時
は
、
８

時
～
１
６
時
４
５
分
の
シ
フ
ト
勤
務
を
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
参
加
も
選
べ

る
の
で
、
職
場
か
ら
帰
宅
し
て
講
義
を
受
け
る
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
。
終
了
後
は
す
ぐ
に
家
庭
の
用
事
に
取

り
か
か
る
こ
と
が
で
き
、
通
学
時
間
が
短
縮
で
き
た
の

は
、
非
常
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
土
曜
日
は
対
面

で
の
演
習
や
ゼ
ミ
が
中
心
で
し
た
の
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
運
び
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
る
大
学

院
で
、
休
み
時
間
は
周
辺
を
散
策
し
た
り
も
で
き
、
気

持
ち
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
し
た
。

02 
Message 

行
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

当
時
の
職
場
で
は
、
児
童
相
談

所
の
開
設
準
備
業
務
の
一
つ
と

し
て
、
心
理
職
の
育
成
方
針
の

作
成
や
研
修
内
容
の
検
討
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
業
務
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
心

理
職
と
し
て
実
践
し
て
き
た
こ

と
を
客
観
的
に
振
り
返
り
、
整

理
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感

じ
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
検
討

し
ま
し
た
。
学
ぶ
に
あ
た
っ
て

は
、
心
理
の
分
野
に
捉
わ
れ
ず
、

よ
り
広
い
視
点
が
得
ら
れ
る
福

祉
系
の
大
学
院
を
探
し
て
い
る

中
、
日
本
社
会
事
業
大
学
専
門

職
大
学
院
の
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
業
務
と
の
両
立
が
で
き
る

か
不
安
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

職
場
の
先
輩
に
ご
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
区
の
助
成
制
度
が
あ
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
思

い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

コロナ禍での大学院生活でしたが、最後は対面で式に参加でき、

修了の喜びを皆で分かち合うことができました

子
ど
も
家
庭
福
祉
を
担
う
心
理
職
の
育
成
に
関
す
る
取

り
組
み
～
体
系
的
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
と
作
成
～

と
い
う
テ
ー
マ
で
実
践
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

品
川
区
の
子
ど
も
家
庭
福
祉
領
域
に
お
け
る
心
理
職
の

役
割
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
期
待
さ
れ
て
い

る
も
の
や
、
心
理
職
が
感
じ
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
（
骨
子
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

他自治体の事例検討会や、課外

ゼミ（バーベキュー）にも参加

させていただきました

多くの気づきと出会いがありました

オンライン授業の様子

メッセージ

所
属
の
ゼ
ミ
で
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
教

員
・
学
生
が
活
発
に
議
論
が
で
き
、
自
身
の
思
考
の
視

野
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
修
了
後
も
職
種
を
超
え

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
、
情
報
交
換
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

実
践
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
品
川
区
の
子
ど

も
家
庭
福
祉
に
関
わ
る
心
理
職
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
機
会
を
通
し
て
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら

の
業
務
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
子
ど
も
と
家
族
の
支
援

に
つ
い
て
日
々
模
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
私
自
身
も
そ
の
よ
う
な
仲
間
の
思
い
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

多
く
の
気
づ
き
と
出
会
い
を
得
ら
れ
た
の
は
、
何
も
の

に
も
代
え
が
た
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
院
で
の
学
び
が
、
皆
様
に
と
っ
て
新
た
な
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
の
架
け
橋
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！



週
に
何
日
通
っ
た
か

主
体
性
を
持
っ
た
公
務
員
を
増
や
す
た
め
の
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
検
討―

日

本
で
発
生
し
た
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
事
例
を
応
用

し
て―

で
す
。
主
体
性
を
持
っ
た
公
務
員
を

ど
う
し
た
ら
世
の
中
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

か
、
過
去
に
世
の
中
の
価
値
観
が
切
り
替
わ
っ

た
事
例
（
分
煙
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
等
）
を
調
査
し
、

そ
れ
を
応
用
し
て
全
国
に
主
体
性
を
持
っ
た
職

員
を
増
や
す
た
め
の
方
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。

読
み
返
す
と
今
の
仕
事
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、

あ
の
頃
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
今
近
づ
い
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

仕
事
や
家
庭
と
の
や
り
く
り
は

指導教官の松浦正浩先生と

できることなら、また行きたいです

明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科
2020年3月修了

人材育成担当課長
（当時：国保医療年金課主任）

研
究
テ
ー
マ
は

大
体
月
～
土
の
う
ち
週
5

日
通
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
興
味
が
あ
る
授
業
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
の
で
、
上

限
ま
で
履
修
し
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
ん
な
に
行
か

な
く
て
も
修
了
で
き
ま
す
。

週
2
～
3
日
の
人
が
多
い

印
象
で
す
。

当
時
の
職
場
で
は
火
曜
延
長
窓
口
の
当
番
を
大

学
院
が
休
み
の
時
期
に
ま
と
め
て
や
ら
せ
て
も

ら
う
等
、
融
通
を
き
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

料
理
は
ホ
ッ
ト
ク
ッ
ク
を
活
用
し
た
り
、
子
ど

も
が
当
時
は
中
学
生
だ
っ
た
の
で
、
ミ
ー
ル

キ
ッ
ト
で
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
の
公
共
政
策
大
学
院
は
、
日
曜
や
祝
日
を

利
用
し
た
集
中
授
業
や
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
授
業

参
加
も
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
活
用
す
れ
ば
通

学
時
間
を
減
ら
し
て
、
仕
事
や
家
庭
を
大
切
に

で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
大
学
ラ
グ
ビ
ー

を
見
に
行
っ
た
り
、
学
割

を
フ
ル
活
用
し
た
り
、
学

生
な
ら
で
は
の
楽
し
み
も

あ
り
ま
す
。

授
業
は
仕
事
を
通
し
て
抱

く
社
会
へ
の
問
題
意
識
に

つ
い
て
み
ん
な
で
意
見
を

交
わ
し
、
自
分
な
り
の
答

え
を
見
つ
け
る
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
も
し
少
し

で
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た

ら
私
が
全
力
で
お
す
す
め

し
ま
す
！
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行
こ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

入
区
し
た
ば
か
り
の
時
に
、
区
の
助

成
制
度
で
大
学
院
行
っ
た
方
か
ら
お

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
と
に
か
く

楽
し
く
て
毎
日
通
っ
て
い
た
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

申
込
要
件
を
満
た
し
た
時
に
も
う
一

度
お
話
を
聞
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

大
学
院
の
方
々
と
の
飲
み
会
に
お
誘

い
を
受
け
ま
し
た
。
面
白
い
授
業
や

仕
事
と
の
両
立
の
コ
ツ
や
失
敗
談
な

ど
色
々
な
話
を
聞
き
、
自
分
で
も
や

れ
る
か
な
と
思
え
ま
し
た
。
そ
の
場

に
い
た
全
員
か
ら
入
学
へ
の
猛
プ
ッ

シ
ュ
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
で
す

が
（
笑
）
話
を
聞
い
て
、
行
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
。

付箋を使って思考を整理するワークをよく

やりました。今でもこの手法を使ってます

OBや先生も一緒に修了お祝い会

余興で明治伝統の応援を披露！

口頭試問が終わっておつかれさま会

キャンパスのある

御茶ノ水のカレー

屋めぐりもしました

恩師の源先生には今でも

ロジックモデル作成の相談に

のっていただいています

メッセージ



履修のモデルプラン

7限
20:30-22:00

6限
18:55-20:25

5限
16:20-17:50

4限
14:40-16:10

3限
13:00-14:30

2限
10:40-12:10

1限
9:00-10:30

月

火

水

木

金

土

日

仕事

品川区の助成制度を利用した方の進学実績で最も多いのは「明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科」です。
仕事のある社会人にも配慮されたプログラムになっていますので、例として紹介します。

40単位以上の取得とリサーチペーパーの執筆です。（1科目は2単位）
2年次になるとリサーチペーパー執筆のため、春学期は「課題設定演習」、秋学期は「レポート作成演習」で
計4単位を受講する必要があります。
そのため、36単位＝18科目の講義を受ければ必要単位数を満たします。
多くの人は1年次に多くの講義を受けて自分の興味の方向性を定めていき、2年次はリサーチペーパー執筆に
取りかかります。

修了要件

1年次春学期の履修例

私は1年次と2年次春学期は履修上限の9
科目ずつ、2年次秋学期は4科目履修して
いました（合計62単位）。MBS（ビジネ
ススクール）の授業にも参加できるので、
2年次には思い切って挑戦！ゼミの授業
の一環で、国連大学の授業に参加したり、
留学生との合同授業もあり、貴重な経験
ばかりでした。

授業後に飲みに行く
人も（通称：8限）

お昼は17階にある
景色の良い学食で

2年次の前期はまだそれほどリサーチペーパーで忙しくないので、
1年次春学期7科目、1年次秋学期7科目、2年次春学期4科目履修がバランス良いです

集中授業は1日が長いですが、
3日程度で終了です
※すべての日曜が授業で

埋まる訳ではありません

集中授業

移
動

「受講時間は勤務時間外であることを原則とし、
職務遂行上支障がないものでなければならない」
というルールがありますので、お仕事に集中！

公的扶助論
社会福祉
制度論

政策評価
研究

社会開発論
研究

NPO研究
自治体政策
訴務

講義例：行政学研究、計画策定と戦略
参加型評価とガバナンス 等

ノー残業デーの水曜は大学院に
平日は時間が取れない場合は
集中授業を多めにする方法も
逆に平日に多く通えれば土日は
お休みにすることもできます

日曜日の集中講義は丸1日の長丁場ですが、
学友と親しくなる度合いが高く、深い学
びができます。
時には学外実習へ行くこともあり、丸の
内近辺の再開発に係るエリアマネジメン
トや伊豆大島の土砂災害復旧現場、長野
県のワイン特区にも遠征しました。大人
の社会科見学です。

シフト勤務で
勤務時間の
変更も可能



2025年4月現在、明治大学ガバナンス研修科で学んでいる方の実際の時間割を公開します。

リアルな時間割

1年次（2024年）春学期の履修実績

New!

1年次（2024年）秋学期の履修実績

2年次（2025年）春学期の履修実績

明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科
の場合

• 集中授業という日曜・祝日に開催され、3
～4回で完結する講義もあります。土曜日
の授業と集中授業を組み合わせれば、平
日は全く学校に行かないことも可能です。
（金曜に大阪から夜行バスに乗り、土日
授業を受けて帰るという生活をしていた
方もいます）

• 講義が録画されるので、やむを得ない事
情で欠席した場合も後で授業内容を確認
することができます。

• 科目によって、対面/オンライン/対面と
オンラインのハイブリッド 3種類の形態
があります。オンラインの受講を利用す
れば、通学時間を有効に使えます。

土日だけの通学でも卒業できますが、魅力的な
講義が多く、平日も通ってしまう可能性大です！

仕事や家庭とのやりくりのポイント



品川区の助成制度について

修学支援の要件は以下のとおりです。
⑴ 公共政策に関するものである
⑵ 職務に関する内容である
⑶ 研究成果が区政の推進に有益であると認められる

受講時間は、勤務時間外であることを原則とし、職務遂行上支障がないものに限ります。

申込時には、申請書の「品川区公共政策大学院修学支援申込書」の「研究テーマ」および「研究概要」に
ご記入の上、提出していただきます。

どんな研究が助成対象になる？

下記の条件をすべて満たす方が対象です。
⑴ 勤務成績が優秀で心身ともに健全であり、かつ、学習意欲が旺盛である
⑵ 大学院入学の年度の初日時点で、年齢が５０歳未満、主任以上であり、採用後３年以上在職している

（行政職給料表（二）および 医療職給料表（一）の適用を受けるものを除く。）
⑶ 修学支援の期間の終了後も引き続き区職員として勤務する意思がある
上記を満たしていなくても、選考委員会が特に必要と認めた場合は対象となります。

公共政策大学院で得た知識を、品川区で活かしていただける方の応募をお待ちしております。
なお、応募者多数の場合は、選考委員会で就学支援の候補者1名を決定します。

どんな職員が応募できる？
助成を受けるには、品川区で就学支援の
対象に決定した後、ご自身で大学院の
入学試験に合格する必要があります！

「大学院で学べるのは大学を卒業した人だけでしょ…？」…いいえ、そんなことはありません！

大学院によっては、これまでの社会人経験を考慮し、短期大学、高等専門学校、専修学校、高等学校等の
卒業者でも、個別の入学資格審査により認められれば入学試験を受験できます。
（品川区職員の事例ではありませんが、明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科で大学卒業者以外の方

の入学実績があります）
気になる大学院があれば、まずはリサーチを！！

「品川区職員公共政策大学院就学支援実施要項」により定められていますので、そちらもご確認ください。
以下、わかりやすいよう抜粋してご説明します。

大学へのリンク

募集通知に例示している3大学へのリンクを掲載しますので、興味がある方はチェックしてください！

https://www.meiji.ac.jp/mugs2/明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科

https://www.hosei.ac.jp/gs/kokyoseisaku/?auth=9abbb45
8a78210eb174f4bdd385bcf54法政大学公共政策研究科

https://www.law.nihon-u.ac.jp/law/
日本大学大学院法学研究科

政治学専攻公共政策1年コース

https://www.meiji.ac.jp/mugs2/
https://www.hosei.ac.jp/gs/kokyoseisaku/?auth=9abbb45
https://www.law.nihon-u.ac.jp/law/


どんな費用が助成される？

費用負担と助成額の例
（2024年～2025年 2年間修学の場合の実績）

公費負担額本人負担額かかった金額

35,000035,000入学検定料

200,0000200,000入学金

1,870,000330,0002,200,000授業料

460,0000460,000教育充実費

06,0006,000学生保険

2,565,000336,0002,901,000合計

応募を迷っている方へ －人材育成担当がサポートします！－

⑴ 入学検定料
⑵ 入学金
⑶ 教育充実費
⑷ 授業料（助成割合は区長室長が別に定めます） 過去の実績では、なんと授業料の

85％が助成されています！
そのほか、授業料以外の学費も
手厚いサポートが受けられます。

単位：円

「そうは言っても、難しそうだし、ハードルが高いなぁ」
「周りに詳しそうな人もいないし、何から始めれば良いの…？」と思われるかもしれません。

そんな時はぜひ人事課人材育成担当へご連絡ください。

どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談ください！！

●「過去の修了者の論文を閲覧したい」
⇒人事課で閲覧可能です！

●「研究計画書の書き方等、具体的なアドバイスをしてほしい」
⇒先輩をご紹介します！

●「将来的には応募したいが、まずは大学院の雰囲気を知りたい」
⇒科目履修制度のある大学院もあります。
「自己啓発助成制度」を使って体験してみてはいかがでしょうか！



２０２5年８月発行
品川区人事課人材育成担当


